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音楽がある、美しく上質な「時間」と「空間」を創造する。





私たち1002とは

上質な企画の立案・実現に取り組む、少数精鋭のスタッフ

期待から確信へ ～ コンサートを成功させる4つのステップ

1002は、クラシックコンサートを中心に
音楽イベント全般を手掛ける「プロデュース会社」です。

1973年の創業以来、各クライアントのコンセプトに応じた企画制作・演出・実施運営まで、
トータルなプロデュースに取り組んできました。
1002は長年の経験と実績に基づく、
「音楽イベントを成功に導くためのリソース」を備えています。
それは、豊富なアイディアや、アーティストをはじめとする関係各社との信頼関係など、
独自のネットワークを広く構築してきた成果です。

時代と共に変化してきたクラシックコンサートを常にニュートラルな視点で見つめてきた1002は、
音楽イベントの隠れたブレーンとして、クライアントの多種多様なニーズにお応えし、
期待を超えるコンサートを創造します。

1002の強みは、クラシック音楽とイベントプロデュースの双方に精通している、スタッフ力の高さです。
少数精鋭のスタッフが、クライアントの要望を精査し、クオリティとオリジナリティにこだわった企画を立案します。
縦横無尽かつフレキシブルな対応で、オーダーメイドの企画を実現し、クライアントの期待を超える成果を残します。
継続している事業には細やかで丁寧な改善を施すほか、コンセプトを活かしたリニューアルにも優れた才覚を発揮します。

01. Discussion

02. Recommend

03. Network

04. Excute

何を求めているのか、どんな成果が必要なのか。
1002の音楽プロデュースは、クライアントへのヒアリングと話し合いからスタートします。
本音で話すディスカッションから目指すべき方向と内容を導き出します。

豊富なノウハウとデータベースをもとに成功への精度を高めるとともに、
既存のコンサートを超えるクオリティとオリジナリティにこだわります。
1002が提案するプランは、過去に前例を見ないコンサートといっても過言ではありません。

質の高いプランだけで、コンサートが成功するわけではありません。
アーティスト、コンサートホールや劇場、各専門業者との信頼関係も、成功への重要なカギを握るファクターです。
それら全てに対して独自のネットワークを持つ1002は、最適な人・環境・物を準備します。

公演当日まで、1002は奔走を続けます。
必要に応じてスタッフィングされた経験豊富な舞台監督や演出家、音響・照明オペレーターなどのスペシャリストとともに、
クライアント・オーディエンス・アーティストの三者が満足する、最高のステージを創り出します。 2



1002の企画制作内容

主な実績

1002は、音楽が必要とされるあらゆる場面において、下記のような多様なニーズにお応えします。

・ クラシック音楽を中心に様 な々ジャンル、編成のコンサートやライブイベント

・ 音楽を活用した企業のブランディングや、プレス発表など新商品の普及促進イベント

・ 異ジャンルのアーティストによるコラボレーション・コンサート

・ スポーツや異文化と音楽のコラボレーション・イベント

・ 音楽CDやDVDの制作プロデュース

・ 新曲の作曲や編曲の委嘱と、実演までの管理進行

・ テレビ番組や映画などにおける音楽制作やレコーディング、アーティスト・ブッキング

・ マスタークラスやクリニック、ワークショップなど音楽教育イベントの実施運営

・ プロモーション・ツールとしてのウェブサイトや印刷物のデザイン・作成

他

1002が手掛ける多彩な事業プロジェクトから、カテゴリーの異なる6つのケーススタディをご紹介します。

CASE STUDY 01 企業様のコンサート（大規模）

音楽宅急便「クロネコファミリーコンサート」
「心に響く、豊かな感動や喜びをお届けしたい」というヤマト運輸（株）の
想いによって、1986年に、音楽宅急便「おしゃべり好きなコンサート」として
スタート。
毎年全国各地で10公演程度、2013年度までに283公演が開催され、ク
ラシック音楽を聴く機会の少ない子どもやファミリーなど、約47万人の方々
に一流のオーケストラの演奏を気軽にお楽しみいただいています。2006
年よりヤマトホールディングス（株）の主催となり、内容をリニューアル。体
験・参加型など新しいアイディアやプログラムを取り入れ、パワーアップを
図りました。

CASE STUDY 02 企業様のコンサート（中小規模）
JTアートホール室内楽シリーズ

「日本における最高峰の室内楽シリーズ」をコンセプトとして、日本たばこ
産業（株）の提供により、1995年にスタート。2012年度までに計381企画
をお届けしました。
"プランナー "という独自の制度を取り入れ、「この曲をこの人と共演した
い」、「こんなテーマでプログラムを組んでみたい」など、日本を代表する
アーティストの夢や意欲をダイレクトに発信する試みが好評を博し、完売
必至の人気シリーズとして注目を集めました。
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CASE STUDY 03 ホール／企業様のコンサート（中小規模）

ヤマハホール コンサート・シリーズ
2010年にオープンした"新ヤマハ銀座ビル"内、「ヤマハホール」のコンサ
ルティングやコンセプトワークから参画。プレ・イベントやオープニング・コン
サートを経て、現在は年間約30公演に及ぶ、ヤマハ（株）主催公演の企
画制作を手掛けています。
国内外のトップアーティストによる最高峰のクラシックや、ジャンルを越えた
アーティスト・コラボレーションによるクリエイティビティの高いコンサート、ま
た、次代を担う若き才能の支援など、多彩な切り口で様々な音楽をお届
けし「感動を創造し、共感・共有する」機会を提供しています。

CASE STUDY 04 イベントタイアップ企画

オールジャパン・メダリスト・オン・アイス
「全日本フィギュアスケート選手権」上位入賞者や「世界フィギュア日本代表」な
ど、国内のトップスケーターが一堂に会する最高峰のエキシビションである「メ
ダリスト・オン・アイス」。
2006年より、選手の演技をフルオーケストラやバンドなどの生演奏で演出する
という前代未聞の試みが実施され、2012年までの7年間（計10公演）で、およ
そ7万人を動員。1002が音楽制作＆プロデュースを手掛けています。なお、同
公演の模様は年末にフジテレビ系列で全国放送されています。
その他、フィギュアスケート関連では、歌劇「カルメン」を題材にしたアイスショー、
「チャンピオンズ・オン・アイス2008」の音楽プロデュースも行いました。

CASE STUDY 05 オリジナル舞台芸術

COLD SLEEP

ロシア・バレエ界の至宝ともいうべき、レニングラード国立バレエの前芸術
監督、ファルフ・ルジマトフと、クラシックの枠を超え多彩なジャンルで活躍中
のヴァイオリン・ミューズ、川井郁子による初コラボレーション・ステージが
2010年に実現。
ストーリー（脚本）から振付、衣装、舞台美術、音響・照明など、全てにおい
てオリジナルにこだわったこの舞台芸術作品を、1002がプロデュース。新
国立劇場における5日間連続公演は大盛況に終わり、更に同舞台が映画
化、そしてDVD化されるなど大きな話題を呼びました。

CASE STUDY 06 アーティスト支援／育成企画

リサイタル・プロデュース
若手音楽家による意欲的なリサイタルをトヨタ自動車（株）の特別協賛の
もとで開催するトヨタ・アーツ・プログラム「コラボレーション・リサイタル・シ
リーズ」（1999～ 2003年／計24回）をきっかけとして、アーティストの"晴れ
の舞台"である「リサイタル」などのプロデュースを継続して手掛けていま
す。これまでに多数のリサイタルを制作してきた豊富な経験をもとに、アー
ティストに対する的確なアドバイスやきめ細かいサポートを積極的に行っ
ています。
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1002の歴史
●音楽、およびイベント企画制作会社として「株式会社1002」を設立。
コンサートや音楽イベントを手掛ける「音楽事業部」と、
スポーツイベントの制作・運営をはじめ、展覧会、コンベンション、各種セミナーなどを手掛ける「スポーツ・文化催事部」の

2セクションで事業を展開。
●日本全国を巡る、「ネッスル・ゴールドブレンド・コンサート」を企画制作（～1992年）。

●国技館「5000人の第九コンサート」がスタート（～1999年）。総合演出、および制作を手掛ける。

●「サントリーホール」のコンセプトワーク、およびオープニング企画に参画。

●ヤマト運輸（株）による、音楽宅急便「おしゃべり好きなコンサート」を企画制作。

2006年よりヤマトグループによる音楽宅急便「クロネコファミリーコンサート」にリニューアルされ、全国のプロオーケストラとともに、2012年度まで
に277公演を開催、累計約460,000人を動員。

●「ゆく年くる年GALAコンサート～Midnight Live Classics～」がスタート（～1993年）。制作を手掛ける。

●国内最高峰の上質な室内楽コンサートを年間30公演実施するという、かつてないスケールで「JTアートホール室内楽シリーズ」
（提供：日本たばこ産業（株））がスタート（～2013年）。企画制作を手掛ける。

●ベルリン・フィルの精鋭メンバーらによる、「トヨタ・フィルハーモニック・マスター・プレイヤーズ，ベルリン」の全国ツアーを制作。

9公演で約16,000人を動員。

●「りゅーとぴあ新潟市民芸術文化会館」のコンセプトワークを手掛ける。記念式典をはじめ、約2ヶ月半にわたるオープニング・シリーズを企画制
作。

●「スポーツ・文化催事部」が、「株式会社CIC」として独立。これにより、株式会社1002は音楽を専門とするプロデュース会社となる。
●次代を担う音楽家による自主リサイタル、トヨタ・アーツ・プログラム「コラボレーション・リサイタル・シリーズ」を企画制作（～2003年）。

●ウィーン・フィル、ウィーン国立歌劇場のメンバーらによる「トヨタ・マスター・プレイヤーズ，ウィーン」の全国ツアーを制作し、

10公演で約20,000人を動員。同ツアーは2013年までに11回開催され、140,000人超の聴衆を動員する。
●「豊嶋泰嗣 & 園田高弘 ベートーヴェン・ヴァイオリン・ソナタ・ツィクルス」を制作（～2001年）。

●徳永英樹（現社長）が20%の株式を取得し、取締役に就任。

●2002FIFAワールドカップ開催に伴い、関連イベントに参画。
●日本の若手世代を代表する弦楽合奏団、「東京アンサンブル」（特別協賛：JPモルガン、富士ゼロックス）のコンサートを企画制作。
同アンサンブルによる海外公演（韓国 / ポルトガル / カナダ）も手掛ける（～2007年）。

●徳永英樹（現社長）が100％の株式を取得し、代表取締役社長に就任。

●文化庁舞台芸術フェスティバル2004にて、「Producer´s Products Series」をプロデュース。
●YAMAHA ORIGINAL「スーパー・バイオリン・アンサンブル～A Tribute to Violin & Masters～」を企画制作。

●「スマトラ島沖地震津波災害復興支援チャリティ・コンサート」@東京国際フォーラム ホールAにて、制作リーダーを務める。
●「愛・地球博」開幕式式典に制作協力、また「愛・地球シンフォニーコンサート」を制作。
●アジア・アフリカ青少年教育支援チャリティ・コンサート「平和への祈り～愛しみの第九～」を企画制作。

●「フィルハーモニア・シュランメルン,ウィーン～2005年ジャパン・プロジェクト～（全5回公演）」を開催。企画制作を手掛ける。
同コンサートの模様は、NHK-BSでオンエア。
●日産自動車（株）とヤマハ（株）のタイアップによる月1回のコンサート・シリーズ「エレガント・タイム・コンサート」を企画制作
（～2006年）。同コンサートの模様は、東京MXテレビで定期的にオンエア。
●この頃より、公共文化施設の主催事業の企画制作などを手掛ける。
（財）福井県文化振興事業団（ハーモニーホールふくい）、柏原市民文化会館ほか。
●また、メディアの企画や番組における音楽制作、ブッキング、コーディネートなどを手掛ける。

NHK「デジタルリクエスト・ハイビジョン宝塚歌劇2005～あなたが選ぶ名場面」、映画「この胸いっぱいの愛を」、TBSテレビ「さんま・玉
緒のお年玉！あんたの夢をかなえたろかスペシャル」、WOWOWドラマW「マエストロ」、テレビ朝日「題名のない音楽会」など。
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1986年
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2001年
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2003年

2004年

2005年
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●オープン直後の表参道ヒルズにて、ヤマハ（株）のサイレントシリーズによる、「音の出ないオーケストラ」演奏会を企画制作。

●文化庁舞台芸術フェスティバル2006にて、知恩院（京都）を舞台に、日・中・韓のアーティストが共演する、
「アジア・スーパー・クラシックス@知恩院」をプロデュース。
●フィギュアスケートの演技と、フルオーケストラと合唱団によるライブ演奏を共演させる試みで注目を集めた最高峰のエキシビション、「オールジャ

パン・メダリスト・オン・アイス」の音楽制作 & プロデュースを、現在までに6年連続で行う。
同エキシビションは、フジテレビの年末特番として毎年オンエア。

●エリック宮城 & 中川英二郎を中心とした精鋭揃いの吹奏楽団、「スーパー・ドリーム・ウィンド・オーケストラ」公演を企画制作。
●「心の癒し～ニューヨーク・フィルの仲間たち」（協賛：中外製薬（株））を企画制作（2009年も実施）。

●世界的なオーボエ奏者で、現在は指揮者として活躍している宮本文昭氏の「オーケストラMAP'S」設立に協力。
同オーケストラのコンサート制作を手掛ける。

●歌劇「カルメン」を題材にしたフィギュアスケート・アイスショー、「オークネット.jp presents チャンピオンズ・オン・アイス2008
ジャパンツアー新横浜公演（全5回公演）」の音楽制作 & プロデュースを行う。
●「フィルハーモニア台湾」横浜公演を企画制作。
●「中川英二郎with小曽根真 スーパー・デュオ・コンサート」公演ツアー、および「池松宏コントラバス・リサイタル」公演ツアーを企画制作。

●「A�ac presents 鳥越俊太郎＋鳥越さやか スペシャルトーク & コンサート」を制作。
●「日清製粉グループ Konaフェスタ」に制作協力（2010年も実施）。
●音楽CDレーベル「アクアレル・レコード」と業務提携、共同プロデュース作として、これまでに5枚のオリジナル・アルバムをリリース。

●「天皇・皇后両陛下 ご成婚50周年ご即位20周年 記念コンサート」にて、（社）日本クラシック音楽事業協会を代表してプロデューサーを務め
る。同コンサートの模様は、NHKでオンエア。
●九州交響楽団とともに九州全県を巡る「九電ふれあいコンサート～みんなのクラシック～」を企画制作（～2010年）。
●「日本オーストリア交流140周年記念コンサート」を企画制作。
●新ヤマハ銀座ビル内「ヤマハホール」のコンサルティングを手掛ける。

●新ヤマハホールのオープニング企画、および「ヤマハホール コンサート・シリーズ（年間約30公演）」がスタート。全公演の企画制作を
手掛ける。

●ヤマハ（株）が満を持して世に送り出した「コンサートグランドピアノCFX 発表会 & コンサート」を企画制作。
●MS&ADホールディングス統合記念コンサート「マスター・プレイヤーズ，ウィーン」、およびコマツPresents「マスター・プレイヤーズ，ウィーン 特別
コンサート」を制作。

●「NIO ACADEMY Music」（主催：日経CNBC）に企画協力。
●東京都が主催する「ミュージック・ウィークス・イン・トーキョー 2010」にて、合唱界の世界的な巨匠、ロベルト・ガッビアーニ氏の指導のもと結成さ
れたスーパー・コーラス・トーキョーの「お披露目イベント&デビューコンサート」を制作。
●ロシア・バレエ界の至宝、ファルフ・ルジマトフ氏と、ヴァイオリン・ミューズ川井郁子氏のコラボレーションによるオリジナル舞台「COLD SLEEP
（5日連続開催）」を企画制作。同舞台は映画化、さらにDVD化されるなど、大きな話題を呼んだ。
●「光と風のコンサート～歌い続けたい名曲選～」（主催：日経CNBC）を企画制作。
●吉松隆氏に委嘱したマリンバ協奏曲「バード・リズミクス」の初演シリーズを制作。
ソリストは三村奈々恵氏、管弦楽は京都市交響楽団、山形交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団。

●東日本大震災を受けて、被災地のオーケストラである仙台フィルハーモニー管弦楽団を東京に招き、さらに在京の有志音楽家との共演による、

「東北応援チャリティ・コンサート～仙台フィルとともに～」を、（株）AMATIと共同主催、および企画制作。
同コンサートの模様は、NHK-FMでオンエア。
●WOWOWシネマNAVI presents「映画はクラシックだ！」トーク & コンサートを企画制作。
●「三浦章宏コンチェルト・リサイタル～�e 50th, 恩師・徳永二男（指揮）を迎えて～」を企画制作。
●デビュー 30周年記念「清水和音5日間連続コンサート～ PIANO5 Project Collaborating with Yamaha CFX～」を企画制作。

●「魂の歌」～東日本大震災復興支援・音楽プロジェクト～ CD発売記念コンサートを企画制作。 同コンサートの模様は、BSフジでオンエア。
●世界的シンガーとトップスケーターにたちによる世界最高のアイスショー「Art on Ice in JAPAN」（全4回公演）の音楽制作＆プロデュースを行う。 
同公演の模様は、BSフジでオンエア。
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